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カール・ クラウスの 『黒人』1
－世界文化の「主体」としての黒人一
藪前由紀
本稿ではカール・クラウス(KarlKrausl874-1936)が著した黒人な
いし黒人文化に関する一連の著作を扱うことにする． （クラウスが「黒
人」という言葉を使用するとき「有色人種」つまり 「非白人」の意味を
含む場合が多く見られることを指摘しておく．） ここで取り上げる一連
の著作もまた， クラウスの個人紙『ファッケル』2("c〃el)に収録され
た．それらの掲載号や刊行年は著作によってそれぞれ異なるが，執筆年
代はクラウスが時代精神に対して「保守」的立場を強化していった第一
次世界大戦前であり，一括して通読するなら，彼が常にある種の関連
性・連続性を持ってそれらに取り組んだことが分かる．小論ではそれら
の著作に光を当て， クラウスの「保守」的文化観3や，生涯変化するこ
とのなかった人道主義的態度を考慮しつつ，彼の全著作における『黒
人』 (DeγⅣ理")(E384-385,1913 S.42ff.)の位置について考究した
いと思う．
1． 『白人文化あるいは， なぜ遠い異国へさまようのか』
1909年10月ll日発刊の『ファッケル』紙の冒頭に，クラウスは『白人
文化あるいは， なぜ遠い異国へさまようのかj (以下『白人文化』と略
記) (Die"eimeK"""γod":Waγ""､伽伽g凡γ"gsc〃〃e舵"?)(E288,
1909,S.1ff.)4と題する小品を掲載した．表題に伯人文化」という言葉が
鎮座しているのが印象的である．我々はまず最初に当作品への理解を深
化するためにも，簡単に歴史をひもときつつ，当時の，つまり世紀転換
期の近代ヨーロッパ人の文化に対する一般的な認識の仕方を明確にして
おく．
「白人文化」と我々のクラウスも呼称するが，そもそも文化が「白」
と「黒」あるいは有色に区別されたのはいつそして何故であろうか5．
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前近代，更に古代まで遡るなら，例えば古代ギリシアにあっては，当の
ギリシア人が世界の覇権を握って領土を拡大し，毛色や風貌の違う異民
バルバロイ
族を征服して支配下に治めた．それが彼らの被支配民族をして「蛮族」
(バルバロイの原語は「わけのわからぬことを話す人｣）や「野蛮人」と
呼ぶ契機となったという．やがてヨーロッパにキリスト教信仰が広ま
る．時代が中世に入ると， ヨーロッパ中世にあっては，キリスト教か異
教かという信仰の在り方が世界を二分する尺度となり， ここに古代以来
の「異質のもの」＝「野蛮」という伝統的観念が， 中世キリスト教信仰
と融合化し， 「非キリスト教徒」＝「野蛮人」という偏狭な考え方が
人々の間に定着した． これが延いては近代ヨーロッパ人の「野蛮」観の
一つの観念的伝統を形成していったという．
その一方で，中世から近世にかけ商業が始まる． ヨーロッパでは中世
都市が勃興し，行商人が国内を市場から市場へと遍歴し，やがて有力商
人は海路へと進出した．遠隔地貿易の始まりである．それは大航海時代
に科学「技術」 （航海術）の「進歩」により新航路が次々と発見・開拓
されると， はるか遠くのアジアやアフリカ諸国， アメリカ圏へと拡大し
ていった．
アフリカ諸国から対ヨーロッパ向け海外貿易の対象「品」には，香辛
料や鉱石や宝石類と並んで黒人奴隷の姿があった． この奴隷貿易の創業
者はポルトガル商人であり, 1444年に初めて黒人が奴隷としてポルトガ
ルに連行された．黒人奴隷は専ら輸入国の未開地や農場開墾等の肉体労
働力や下働きの労働力に充填されたが，黒人への強制労働は， 「蛮人」
である黒人に洗礼を施して魂の救済を与えることを意味し，少しも罪は
ないとされていた．むしろ黒人奴隷貿易と奴隷性を正当化するため，黒
人の「野蛮性」や「未開性｣， 「劣等性」 （原始宗教の信仰，着衣の有無
などキリスト教的ヨーロッパ人とは異質の習俗）が必要以上に強調され
たという． こうして黒人の隷属状態は続いた．
周知の通り19世紀に入ると，近代国家の成立や産業革命を経て，英仏
独などヨーロッパ列強が帝国化し， こぞって植民地政策を実施した． ア
フリカ諸国ではヨーロッパ列強への政治的・経済的依存率が著しく高ま
った． 「未開」そして「劣等」状態にあるアフリカの国々を， ヨーロッ
228
パの先進技術国が「開発・援助」するという目的で接近した結果，アフ
リカは見る見る植民地化していったのである．
しかし19世紀末から世紀転換期のヨーロッパの社会●文化方面に目を
向けると，経済面でのアフリカ開発欲とは逆に， アフリカの黒人文化の
｢未開性」 「原始性」がヨーロッパ人の間でロマンチックに美化され，新
奇なエキゾチシズムとして受容される風潮が芽生えた． アフリカの外国
人居留地区には,敢えて異国情緒あふれる街並や建築物が造られ「商品
化」された． この点アフリカは近代ヨーロッパ人にとって，彼らの趣味
や嗜好を満足させるものとして「未開」状態， 「自然」のままで「進歩」
しないことが好ましいとされた．
以上の様に見てくると,我々はオリエンタリズムの研究者エドワー
ド．W･サイードの論考6を指針とするであろう．彼の著名なオリエン
タリズム論をここで詳述するには及ばないが，黒人文化もまた烏賊する
なら，常にキリスト教的ヨーロッパの白人によって，政治．経済．社会
など四方において，観念的にも実際的にも様式化され， ときには支配．
操作され， ときには商品化され，そして取り引きされたと言えよう．以
上の筆者の叙述に対して，小論の都合上，黒人に関してはアフリカ圏に
視野を狭めたこと， 「白」 「黒」と文化を余りにも便宜的．図式的に捉え
過ぎていることなど（有色人の中にもキリスト教徒がいるなど)，細部
についてはかなりの反駁が生じようが， ここで一旦収束しておく．
さて我々が扱う 『白人文化」は， ドイツ帝国時代（1871年-1918年）
の「あるベルリンの新聞｣7からの引用記事と同新聞の広告の引用から制
作されたものである．著作全体が紙面の左右に大きく二分され，左半分
が当時のドイツ海外植民地（アフリカの保護領)8を統御したドイツ植民
局発信の公文書からの引用であり，右半分は新聞記事ではなく結婚広告
からの引用という， クラウスの著作の中でも特異な構成を持つ代物であ
る．新聞記事の内容からすると，当時の上流市民階級に講読者が多いと
思われる．少し中身を見る．
左半分の公文書は， ドイツ人青少年の保護者宛ての警告害である．そ
れは， ドイツ人少年だけではなく 「ドイツ人少女」の間で，切手収集を
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名目に植民地在住の黒人と文通する少女が目立ち始めたことを戒めたも
のである．黒人原住民の方から誘うだけではなく， ドイツ人少女から文
通を希望しているといった事情で，その動機は「だれか黒人男性と，で
きれば『黒人の皇子様』との文通をロマンチックに夢見て喜んでいる」
(Ibid.,S.2.)からである．更に憂慮すべきことに，黒人男性が提示した
少女達からの手紙を調査した筋からすると，少女達の中には手紙を書く
際に「自分の身分を弁えていなかった」者もいる．写真を交換している
者さえ珍しくない．そして以下の様な記述がある．
「……少女達の方も自分達の家で様々な写真と並んで黒人の写真が架
かっていたなら，それを目にする白人には，明らかに上流階級に属する
はずのドイツ人少女の写真が， どこの馬の骨だか分からない『黒い美』
の写真と仲睦まじく飾ってあるところを見たなら，奇異な印象を与える
ことまで考慮しなかったのであろう．……植民地の有色青年達の間で
『ドイツ人のガールフレンド」がいるという話は，徐々に聞こえの好い
話題になりつつあるのも不思議ではない． この遺憾な事実についてはま
ず第一にドイツ国内の読者に，保護者にこそ責任があるのだ．…･･･」
(Ibid.,S.3．）
その後には， このような黒人男性との文通を，少女達の保護者こそが
全力をあげて取り締まる必要がある， との警告が続く．
作品右半分には，結婚広告からの引用が次々と上から下へ羅列されて
いる．特に注意したいのは，引用された広告の広告主はすべて男性であ
り （つまり結婚相手の女性の仲介を希望)，キリスト教の他， イスラム
教やユダヤ教信者など異宗教信者が混在している．少し引用する．
「銀行家． 30歳．イスラム．容姿端麗．資産100,000マルク以上．身
分相応の配偶者を求む．写真希望.｣(Ibid.,S.1.)
「商人． 28歳長身．年収2000マルク以上．クリスチャン家系出身の
裕福で経済的で魅力的な女性との結婚を希望．写真希望.｣(Ibid.,S.2f.)
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以上のような独特の構成を持つ『白人文化』においても， クラウス独
自の「引用自身に語らしめる」技法が貫かれていると考えられる． クラ
ウス研究者カール・リーハは， 『白人文化』の様に左右に二分された作
品の場合，左右それぞれの引用が「相互に照応しながら関連し合ってい
て｣， 「そのコントラストの滑稽さとウイットを通じて，辛辣なイデオロ
ギー批判と言語批判の領域へ｣9とクラウスの風刺は高められるという．
『白人文化』の場合， リーハはそのような対照性から最終的に浮き彫り
になるのは「ドイツ人少女が危険に晒されている」 (Ibid.,S.121.)こと
であるとする． しかし筆者は今，性急な結論を回避したい．
リーハも述べる様に， クラウスにとって新聞とは，異次元の時空で生
じた出来事や事件を配列した，根っからの同時進行的産物を意味した．
(Ibid.,S.117.)クラウスは著作の中へそれを引用し，あるときは省略・
強調を加えて配列し，あるときはモンタージュ技法を加味し「引用自身
に語らしめる」技法を駆使した．それはまた当時， クラウスの『ファッ
ケル』に対しても次第に厳しさを増しつつあった検閲局という法網を潜
る格好の手段でもあったわけである'0.(クラウスは言う， 「検閲者が理
解するような風刺は禁止されても仕方がない.｣'1）
『白人文化』における公文書と広告からの並列的引用においては，当
の「ベルリンの新聞」が，一方で「ドイツ人少女」が単なる興味本位か
らみだりに植民地の異性に接近するのを防止するという，いわば「公序
良俗」を読者の保護者に説法する内容の公文書を掲載しながら，他方で
同じ新聞紙上で「結婚仲介」を宣伝する「同時進行性｣，その新聞編集
上の矛盾撞着性が機知に富んだ手法で椰楡されている． 「結婚仲介」と
は， クラウスにすれば「(上流市民層の）女性の紹介と売買｣，つまり
｢売春行為」に等しかった．それは人（女性）を「商品化」し，結婚を
資産や肩書きや外貌（写真）等の外的条件で「思惑買い」する営利目的
の資本主義的陶売事」であった.(Vgl.Rihal975,S.120ff)極端に言う
なら， 「ドイツ人少女」保護育成のための「市民モラル」を説く記事を
掲載する新聞業界を経済的に支えるスポンサーの一部が， 「売春仲介業」
であることの滑稽さを暴露している．それはまた「ドイツ人少女」の書
簡類までをも監査の対象にする傍ら，そのような新聞を易々と通過させ
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る検閲局を間接的に風刺するのである．
ところで恋愛や結婚に関していえば， クラウスは自由な恋愛， 自由な
性行為への賛同者であった．ちょうど当時同志のフランク・ヴェーデキ
ント (FrankWedekindl864-1918)の一連の作品が，「売春仲介」のか
どで発禁処分や押収を受けたのに対し, 1905年5月クラウスはヴェーデ
キントを擁護して彼の作品『パンドラの箱』 (DjgB"c"sedeγ〃"do"Iz)
をウィーンで初上演する機会を設けたりした'2．「市民モラル」で自由恋
愛が妨害されること， （｢結婚仲介広告」に見られるような｣）形式的な
｢市民モラル」の枠内で結婚が成立すること，それが逆に姦通罪など
様々な性犯罪を生み出していること，それらはクラウスのエッセイ集
『道徳と犯罪』 (S"t"c"ﾙ〃〃"〃酌ｲ”"α"伽）で繰り返し扱われるテー
マでもある． クラウスにとって当時の白人上流階級を範とする「市民モ
ラル」は， ときに性領域などで全的な人間の成長を制限するものであ
り， またその「健全な」 「市民モラル」の監視目的で設置された検閲機
関をも含め，それらはおしなべて近代ヨーロッパ文化の産物であり，終
始一貫して敵対するに値した． この点クラウスはしばしば「市民モラ
ル」に対する過激な革命家とも称されるが， 「市民モラル」を墨守する
ことが近代ヨーロッパ文化の健全性と品位を保持し，それがヨーロッパ
の「進歩」に貢献すると考えられた時代のコンテキストにあっては， ク
ラウスの態度はあくまで「保守」主義者のそれであった．
当時ドイツの市民層の少女に対する「淑女」教育は厳格であった．例
えばドイツ人少女達は結婚まで処女を要求された．一方市民層の男性は
娼婦や下層の娘との情事を黙認された．その際，売春婦は犯罪人扱いさ
れたが，男性はそっとしておくという，階級差別的二重モラルが存在し
た13． クラウスはこれと争った．表でもっともらしく 「モラル」を説き
ながら，裏では性犯罪が絶えない，それが帝都ベルリンの真の姿であっ
た． 『白人文化』の構成は正にそのベルリン社会の縮図であろう．
流行のエキゾチシズムに駆られ14（｢『黒人の皇子様』との文通をロマ
ンチックに夢見て喜んでいる｣)，「愛玩動物」を選別するかの様に黒人
の文通相手を選ぶ「上流階級に属する」 「ドイツ人少女」の親達への警
告記事，それと異宗婚'5を仲介する広告との照応作用からは，広告の地
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の文中にも現われる"Einheirat@@(結婚)'6という語が両者の共通項とし
て浮上する． 『白人文化』は， リーハのいう 「ドイツ人少女達の危険」
を知らしめる著作ではなく，逆に黒人の接近（その背後に「混合婚｣,7へ
の「不安」があろう）を我が身の「危険」と感じる白人意識を風刺した
ものである． （表題は「白人文化」か「異国」かという観念上での区別
を風刺している．）それは外交政策で世界を牛耳った帝国主義ドイツ下
ベルリンの新聞業界が媒介し，その読者間で培養された「白人文化」優
位，西欧文化優位のイデオロギーを批判する． このイデオロギーはまた
帝都ベルリンから「あるベルリン新聞｣'8によってドイツ各地へ，更に
ヨーロッパ各地へと発信されたのである．慧眼者クラウスが今や「危
険」に晒されていると察したのは， 「ドイツ人少女」ではなく， （歴史的
に伝統的に）人をも「商品化」する傾向にある白人側の人間性， 「人道
的モラル」であった．
2． 『白人女性と黒人男性』
ヨーロッパ列強が帝国化を強めた頃，世紀転換期の1900年，フランス
のパリで万国博覧会が開催された．万博は1851年に英国のロンドンで最
初に開かれたが，その万博の狙いとは，産業革命が発展するに連れ，国
内市場が狭院化したため，海外の都市で商品を展示・陳列する場を設け
ることにより，国外市場の拡大を推進することであった． 1900年のパリ
万博では， ヨーロッパの国々が「先進技術」を駆使した生産品の展示競
争を展開するなか，遠くの「異国」をミニチュア化して展示する「民族
博覧会」が同時開催された．そこではアフリカ村と称するパヴイリオン
が設置され， 「野蛮性」「未開性」を「売り物」にしたアフリカ民族の住
居や衣装に加え，黒人自体が「見物」として展示されたという．
我々がこの章で扱うクラウスの『白人女性と黒人男性』 (WeMeF知〃
""dSc〃α旗〃Ma"")E354-356,29.Aug.1912,S.1-4.)19では，ドイツ
のハンブルクが舞台として現われる．小論1の最初で黒人奴隷貿易史に
少し触れたが，ベルリンと並び，ハンザ同盟都市として昔から貿易業で
繁盛してきたハンブルクもまた， ヨーロッパ人による大西洋奴隷貿易の
一拠点として，遠い「異国」から黒人奴隷が舟運されてきた国際都市で
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あった．ハンブルクには黒人（有色人）居住区が特設され， 「下等」で
｢野獣」の黒人の展示会がハーゲンベック20等動物園所有者によって企
画・実行されたという．
『白人女性と黒人男性』 もやはり新聞記事を引用した著作であるが，
その地の文に"Anschauungsmittel"(視覚教育用教材)(E354-356,S.
l.)という語があり，クラウスによって強調されている．勿論それは上
述の様な経緯から，展示会に供された黒人を指す（黒人は黒人の生態学
習のための生きた教材である）わけであるが，そのような「見世物」に
対する近代ヨーロッパ人の異常な好奇心と，それを「商品化」する非人
道的行為をクラウスは彼の全著作を通じて厳しく戒めた． クラウスは他
みもの
にも ,,SehenswUrdigkeit6@(見物） という語を頻出させ,,Sehenswiirdig
keit"を収集して止まない近代ヨーロッパ人の非道さ(Nichtswiirdigkeit)
を正にその言葉でもって痛烈に批判した21．小論3でも言及するが，こ
の,Anschauungsmittel@｡という語もまた,,,SehenswUrdigkeit"と同種の
ニュアンスを含む重厚な語であることを最初に指摘しておきたい．
さて「白人女性と黒人男性』は作品全体が3当分された形式で， 1，
2部は小論1で扱った『白人文化』同様，全体が左右に二分された構成
であるが，今度は左右両面ともに新聞記事からの引用である． 3部には
クラウスのコメントがある．長くなるが，少し引用記事の中身を見る．
1部左側は，ハンブルクにあるドイツ植民地協会の会議の決議報告を
扱った記事である．即ち， 白人女性が性愛目的で有色人に接近するのを
有色男性の側からも謹むよう促すという内容の規則を満場一致で可決し
た． 「そのような接近は間接的に白人女性の品位を損なうものである.」
(E354-356,S､1．）今やドイツ国内では，異民族展示会を全面禁止する
ようにとの声まで高まったが， しかし「それは角を矯めて牛を殺すよう
なもので，教訓的な視覚教育用教材をみすみす放棄することである.」
(Ibid.)むしろ自分の立場を忘れた女性を「公の前に晒す」べきであると．
1部右側は，ハーゲンベック動物園での大騒動を扱った報道記事であ
る．即ち，動物園を訪れた白人女性達が，そこで展示されていたベドウ
イン人22男性にしつこく迫り，動物園の園長から警察まで動員する騒ぎ
を引き起こした．特に「危険」と思われるベドウイン人は祖国へ流され
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た．それが下層階級の少女達というならまだしも，上流階級の少女や女
性達であった． 「白人女性が自分の品位を全く忘れてしまったのだ.」
(Ibid.)
1部左右両面の対照で明らかになるのは， 白人女性の「品位」
(Wiirde)と有色人の階級である．上流階級に属する白人女性は， 白人
としての品位を守るには有色人の異性に接近してはならない．それは女
性をそういう気持ちにさせる有色人側の所為であるとする． （この点後
述する.）
当作品2部も左右に二分された構成から成る．左面は南アフリカのケ
ープタウンでの委員会の会議報告であり，黒人による白人女性への度重
なる暴力行為を検討したものである．一人の植民地農場出身の年配の女
性，元陸軍大佐，委員会メンバーである医師の3人が参考人として意見
を開陳している．年配女性が言うに，黒人少年達の暴力には白人女性側
にも責任がある， というのは白人女性が彼らに媚態を示して気を引くか
らだ． 「黒人の様に自然のままの感情を持つ人間は，かっとなってしま
うと，なにか馬鹿げた行為に出てしまうのは無理もないことだ」 (Ibid.,
S.2.)と．大佐が言うに， 白人女性に馴々しくする黒人はみんな絞首刑
にすればよいと．医師が言うに，黒人というものは生まれながらにして
血の気の多い性質である． 白人女性は冷静沈着な性格であるが，それが
かえって黒人気質を妙に刺激して馬鹿げた行為に走らせることもあり，
双方の問で生じる誤解は解消し難い． 「黒人は進歩した文化の下では粗
暴な性質を抑制することが望ましい」 (Ibid.)と．
2部の右面は『ドイツー南西アフリカ新剛(De"sc"-S"""2S/蛾ﾒｰ
ﾙα"jsc加励"""g)という新聞からの引用であり， ドイツ在住の黒人青
年がアフリカのドイツ植民地に住む両親に宛てた個人的書簡を，新聞局
が一般公表した記事からの引用である．それは， ドイツにいる黒人青年
が白人少女との結婚を希望しているが， ドイツでの結婚には多額の費用
がかかるので，両親に送金を依頼するといった内容である．
当の新聞記事の説明によると，黒人青年の手紙は原文のままの公表と
あるが，黒人青年がドイツ語を書く習慣から判断すると，その青年の母
語は，植民地にいる彼の両親共に既にドイツ語化していると思われる．
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手紙に書かれた，話し言葉をそのまま文字化したようなドイツ語には多
数の欠陥が見られる．当新聞は黒人青年がドイツ語を話し， ドイツ式の
結婚を考える，つまりかなり 「ドイツ化」しているものの， まだ教養が
足りないことを晒すための"Anschauungsmittel"として故意に書簡の公
表に踏み切ったと考えられる．言語に対して先鋭な感覚を持ったクラウ
スが，わざともう一度それを自分の著作へ孫引きしたことは，我々も十
分に考え得る．
2部左右両面のコンタラストで問題になるのは，いわば恋愛交渉であ
ろう．左面では媚態を示す白人女性の方が，黒人を刺激して暴力行為へ
と駆り立てるが，それは黒人男性の「粗暴な」 「自然のままの性格」の
所為であるとされる．一方，右面はそのような白人女性の手に落ちた純
朴無垢な黒人青年の懇願であると理解される．
以上の様に『白人女性と黒人男性』を通覧するなら， 1， 2部全体で
白人と黒人との「性的接近」が浮き彫りになるであろう． しかしながら
我々は，一見単純な性的関係を装った著作の背後に， クラウスの鋭い時
代批判を看取することが可能である．それは作品3部のクラウスによる
コメントの部分を読めば分かる．
1部の引用記事の舞台はドイツのハンブルクであり，逆に2部左面の
引用記事の舞台は南アフリカであろう．南アは1652年にオランダ人が開
拓，のち1815年に英国が買収，ボーア戦争(1899年-1902年）を経て，
1910年に英連邦内に南アフリカ連邦を組織した．（南アは1961年に共和
国となり英連邦を離脱した23.)南アに限らず，この著作が世に送られた
1912年頃の時代といえば，モロッコ事件(1905年,1911年）や第一次バ
ルカン戦争(1912年-1913年）や伊土戦争(1911年-1912年）など，世
界はいよいよヨーロッパ列強の手によって支配されようとしていた．南
アのケープタウンの会議で，いわば階級司法的な設定で性的関係が論議
されるミクロ的「交渉」の背景には，それが政治的折衝であれ，法的処
置であれ，経済的交渉であれ，常に白人の手により支配され， 白人有利
に「取り引き」された当時の世界情勢がマクロ的に広がるのである．
クラウスはこの恋愛「交渉」をいわば黒人の側から逆手に読み直す．
｢[白人女性の方が］恥知らずなやり方で黒人男性に媚を売ることがなか
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ったなら， ［黒人の方も］血が上って馬鹿げた行為(Handlungen元来
｢商売」や「筋の展開」の意味も持つ）に走ることもなかったであろう
に｣， 「白人女性がみんな馴々しい態度を取るようになると，老大佐はあ
らゆる黒人を絞首刑にすることになるであろう」 (E354-356,S.2.)と．
黒人問題を扱う白人主体の会議や委員会での， 白人優位の訴訟や交渉に
対するクラウスの批判に重ねて，帝国時代の不均衡な世界情勢が痛烈な
風刺の下に晒されるのである． （しかし「どんな西洋の市民(abend-
landischerBiilger)も私の精神を少しも受け取らない」 (Ibid.)とクラウ
スは嘆息するのであるが.）
更に3部のコメントの後半部で， クラウスはこの1，2部の恋愛「交
渉」を有色人側から捉え直し， ヨーロッパの「品位」ある白人女性から
有色人男性を誘惑した姦通罪として普遍一般化し，茶化しながら風刺す
る．姦通といえば「市民モラルと性」を巡るテーマは， この時期，例え
ばアルトウール・シュニッツラー(ArthurSchnitzlerl862-1931)の作
品が想起されようが，それは世紀転換期の唯美的ウィーン世界を妖し<
華やかに彩った秘め事であった24．小論1でも少し触れたが，クラウス
もまた社会的地位や「品位｣，上流階級意識を重んじ，愛のない形ばか
りの性生活を送る夫婦の仮面を皮肉をこめて引き剥がした．
クラウスに従うなら，大佐や医師，大学教授，裁判官，銀行家など肩
書きある男性を夫とする白人女性が（小論1で取り上げた「結婚広告」
による配偶者捜しや婚姻を振り返りたい)，満たされない恋愛や性生活
ゆえ，黒人やムーア人など有色の「劣等人種」 (Ibid.,S.3.)の男を情夫
にする．その男達というのは， 「(夜になると）家具や家飾りは元気にな
り， どんなモノも顔を持つようになる」 (Ibid.)とあるように，平生は
家財道具や絨毯に等しい，つまりエキゾチックな雰囲気を醸し出す白人
所有の「品物」として存在するに過ぎない．そんな「劣等人種」の男
が，キリスト教的禁欲的モラルの犠牲になって欲求不満を抱えた白人女
性の情欲や性愛を，夜な夜な慰撫する役割を果たすのである．つまり，
姦通罪の罪は白人側にある．
ここでまた白人社会のキリスト教的「市民モラル」が，男女の人間的
な情交や性交を阻み，それが姦通罪を招くことが風刺される． クラウス
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は言う， 「視覚教育用教材」である「劣等人種」は激して馬鹿げた行為
に走りやすい． しかし「自然のままの感情」 (Ibid.)を持っていると．
彼らは「文化の中へ新鮮な樹液(Safte「精液」の意味もある25)をもたら
すのである」 (E354-356,S.3.)と． 白人社会の中では「視覚教育用教
材」としての存在価値しか付与され得なかった黒人が， クラウスの価値
観に従うなら，虚飾に満ちた白人上流社会の「市民モラル」や価値観を
打ち破り，それをみずみずしく潤す清涼剤的役割を果たすことになる26．
この姦通を我々はまた， （法体系， 「市民モラル｣，価値観も含む） 「文
化」一般に読み直すことが許されよう．即ち， 「白」い女性の中へ「白」
ではなく 「黒」い男性の精液が侵入することは， 「白」い女性が「白」
とともに「黒」い血が混じる子どもを身籠る可能性があることを示唆す
る。極めて際どい表現，そして卓絶した風刺ではあるが（｢お上品な」
白人社会と検閲局への当て擦りでもあろう）， クラウスは「白人文化」
と「黒人文化」の等価性と双方の合体（交流）の必要性を強い調子で知
らしめるのである．
3． 『黒人』
1913年10月13日，クラウスは『黒人』 (D"JVgge")(E384-385,S.
42ff.)27と題する著作を発表した．著作の最初に新聞記事からの引用があ
り，その後にクラウスの寸評を交えたエッセイがある．著作の構成に従
っていくと， まず『ハンブルク・ニュース』 ("""@6"噸"MIc""c"e")
という新聞からの引用が挙げられている．それはあるドイツ人少女（ベ
ルリン出身）の個人的手簡を一般公表したものである．少女は， アフリ
カのドイツ植民地東アフリカ （現タンザニア）の港町タンガに入植した
ヨーロッパ人の下で働くマンボ氏宛てに手紙を書いたが，その宛先が間
違って届いた．それをタンザニアの『ウサンバラ通信jが『ハンブル
ク．ニュースj編集局に送り，それを新聞編集者が公表した． クラウス
の前書によると， この新聞編集者は，小論2で扱った，ハーゲンベック
動物園での民族展示会で， 白人と有色人との接近を白人女性の「品位」
を汚す「恥」とする記事を掲載した者と同一人物であると思われる．少
女の手紙の内容を見る．
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少女はマンボ氏の息子ヨゼフと1年余り交際している． 「この短い時
間でこんなにも知り合い，愛し合うようになった，彼なしではもう生き
ていけない」 (Ibid.,S.42.)と彼女は熱烈な調子で語る．少女は勤めて
いるが，収入が不十分なので， ヨゼフと二人でタンガヘ帰るための旅費
を稼いでも追いつかない．そういう理由でタンガに住むヨゼフの両親に
送金を懇願している．
その後には編集者自身による教訓めいた記事が続き， 『ウサンバラ通
信』が情欲的な調子で手紙を書いた少女の名前を匿名にしたのは遺憾で
あり，そんな少女は「公衆の前で晒しものにして」正気に戻るように対
処し，黒人なんかと一緒になる気になった少女が通った学校名を公表す
るべきである， と記されている．
その後にクラウスの寸評が在る． クラウスがまず攻撃したのは，新聞
報道界の在り方である．小論2でも我々は，黒人青年の両親宛ての手紙
を公表した引用記事を見てきたが， クラウスは個人的書簡の劉窃・公表
といったジャーナリズムによる私的領域への侵害，それを「見世物」に
する商業主義を声高に攻撃した． 「不敵にも，人の手紙を盗んで公表し
た自分の行為には非難の声をあげない新聞編集者の名前こそを人前に晒
した方が社会はより教養に満ちる (kulturvoller)のではないか」(Ibid.,
S.43.)と彼は言う． クラウスに従うと，それが"SehenswUrdigkeit"で
あれ, "Anschauungsmittel"(黒人）であれ， 「晒しもの」であれ，見聞
への異常な好奇心を満足させる「見世物」を商売にする者こそが「人道
的モラル」に反する倫理的退廃者なのである． （クラウスの筬言の一つ
みもの
にある． 「俗人は「見物」を見て歩く．つまりは尋ねなくてはならない．
ナポレオンの墓はシュルツ氏によって見物されるに相応しいかどうか．
果たしてシユルツ氏は依然として見るに値しないものかどうか.｣28）
今少し視点をそらせるが， クラウスの黒人に関する著作を読むと，再
三再四「晒し者にする」 (andenPrangerstellen)という語彙が強調さ
れているのに気付く．公の前に晒して「品位」や「名誉」を傷つけ，
｢恥」をかかせるという「晒し者の刑」は， ヨーロッパ社会において長
い伝統があり29,例えば中世キリスト教世界では，種々の犯罪者は晒し
の柱(Pranger)と呼ばれる柱に繋がれ，民衆から罵倒を受けながら受
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刑された．それは白人キリスト教社会で罪人と見倣された者を罰するた
めの刑，換言するなら， 白人社会での異端児を「見せしめ」にするため
の刑であった．黒人との接近という廉で白人女性を「晒し者」にすれば
よいと説く新聞編集者，その編集者をクラウスが批判するということ
は，彼クラウスがこのような白人側からの「裁き」に懐疑的であること
を意味する．つまりは，我々が小論2でも見てきた， 「白人文化」中心
の善・悪，優・劣の審判，功罪の論じ方自体が根底から疑問視されるの
である．
最終的にクラウスは上記の新聞記事の主張の流れを遡行する方法でコ
メントを加える． 「私にはベルリン人少女と彼女のマンボとの共同生活
から，あるいは二人がドイツ人新聞編集者が［結婚仲介広告で］推薦し
ているような結婚（〃"heirat)をすることから，よりよい人類の希望が
花咲くように思える」 (E384-385,S.435)と． 「どんな人種の下に， よ
り多くの理性や人間性や善があるかを私は間違いなく知っている.」30
｢新聞編集者というのは世の支配者であるが，文明世界の選民ではない」
(Ibid.)と．
『黒人』の後半のエッセイではクラウスの体験が語られている．舞台
はウィーンである．そこに二人の黒人が登場する．その一人はウィーン
でお抱え運転手として働く黒人である． クラウスはあるときその黒人運
転手に出会ったが，その黒人は「町全体の無教養さ (Kulturlosigkeit)
に晒され， カフイル人3'の中に入ってしまった白人のような印象を与え
た.」 (Ibid.,S.44.)彼は常にジェントルマンの印象を与え，自分の内の
粗野な性質が爆発しそうになったときも， ジェントルマンであり続け
た．たとえ町人が彼の周囲に人垣を築き， 「とっとと出てけ，黒んぼ，
町じゅうが汚れえなるさ」 (Ibid.）など俗語で罵倒されても，冷静さを
失うことがなかった． クラウスが彼に， ウイーンでの生活は気に入って
いるかと尋ねたところ， 「誰よりも純正で美しいドイツ語で」 「ああウィ
ーン人は教養(Kultur)がありませんね」(Ibid.)と答えた． ときには
彼でも辛抱しかねて激怒することがあった．
もう一人の黒人はあるお店の下男で，あるときウィーンでホームシッ
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クに罹り，主人が彼を祖国へ帰らせた． ところが帰郷してみると今度は
主人が恋しくなり，再度ウィーンへ舞い戻ったところ， ちょうど主人の
葬儀に出くわした．主人の墓前で彼は過激な振る舞いをみせ，そこに参
列していた白人達を驚かせた． 「粗野な黒人の拳を使って， この下等な
人間(Untermensch)は変更不能な事実に抗ったという.」(Ibid.)足を
ばたばたと踏み鳴らし，踊り，大声で泣きわめいた．人々はこの黒人の
悲しみが墓石を覆い隠し，飲み込んでしまうかのように思われた．
お抱え運転手の黒人の話は，我々がこれまで小論の中で扱ってきた黒
人像と白人像を転換させるものである． （｢黒人はカフィル人の中に入っ
てしまった白人のような印象を与えた.｣）即ち，この黒人は自動車運転
手という近代ヨーロッパ「技術」の習得者であり， またウィーンの「誰
より誰りのない純正なドイツ語」を話す「紳士」である．つまり近代ヨ
ーロッパ文化（異文化）の習得者である．それに対し白人は， 「野蛮」
で「無教養」な態度を示す野次馬どもである．下男の黒人の方は，敬愛
した主人の死に直面し，全身で悲しみを表現する人間性溢れる黒人とし
て語られる．両者の主従関係には血が通っていたものと思われる． 「粗
野」で「下等な人間」こそが人間らしく行動するのである．
我々は小論2の中で， 「黒人文化」の「自然のままの感情」が「白人
文化」に新たな潤いをもたらすことを見てきた．今エッセイに登場する
黒人は「白」と「黒」の二つの文化の血を受け継ぐ「混血児」と理解さ
れ得る．結婚(Einheirat)で生まれた子供である．しかしながらここで
文化を担う主体が黒人に転換することは， これまで新聞報道界であれ，
｢市民モラル」であれ，検閲であれ，交渉事であれ， 「技術」であれ，常
に白人主体の文化を築き上げてきた近代ヨーロッパ人に対するクラウス
の，誠に厳しい批判が読み取れよう．
最後にある誤解を招かないように補筆しておきたい． 「万里の長城』
(Diec〃"esiSc"eMzz"")の一連のエッセイに表われる様に，クラウスは
｢進歩」したヨーロッパの近代「技術」による「自然」の征服を，人類
の思い上りとして批判した．かといってクラウスは， 「自然」の懐にヨ
ーロッパ文明からの逃避所を求める「未開」礼賛型の批評家とも挟を分
かった．非合理的なものに回帰するには， クラウスは余りにも理性的で
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あった． クラウスは「技術」の「進歩」と人類の人間性の発達との速度
が合い，同時進行する間は心安らかであった．かつて筆者はクラウスの
著作を文化相対主義の観点から論述した32．クラウスの「保守的」文化
観は正にその点にあると思われる．つまり近代ヨーロッパの白人文化中
心主義を盲目的に押し進めることが，第一次大戦前の「進歩」的潮流で
あるというなら，反西欧文化中心主義，現代で言う，多文化主義が「保
守」ということになる． 『黒人』33のエッセイの中で語られる黒人は，彼
固有の文化と異文化の双方を習得した黒人として我々の前に登場する．
クラウスにすれば， この黒人こそが「両足は前へ前へと進んでいった，
けれども頭は後に残ったままで心は疲れ果ててしまった｣34近代ヨーロ
ッパ人に換わる世界文化の主体に成長する筈であったのだが．
我々のクラウスは次の様な筬言を口にしたことがあった．
法律は責任ある者と同様に責任のとりようのない者をも有罪とする．
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ヒューマニティは責任ある者を有罪とし，責任のない者を無罪とする．
アナキズムは両者ともども無罪とする．
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
文化は責任のない者を有罪とし，責任のふりかかる者を無罪とする35．
（強調筆者）
第一次大戦前，世界は近代ヨーロッパの「進歩」した「白人文化」が主
体となり裁断された．大戦の戦火が上るやいなや， 「白人文化」を形成
してきた聖職者やインテリ層は，戦争によって世界を裁くことを自れに
課された「使命」であると考えた． 「使命」感に燃えた彼らは一挙「野
蛮」へと「進歩」したのであった．
我々にはクラウスが「黒人文化」をどこか超国家的に捉えようとする
る嫌いがあるように思えるかもしれない．我々はそれをクラウス自身の
ユダヤ人である出生や形質から理解するのではなく，帝国主義時代にあ
って，デイアスポラの如くヨーロッパ中に散在した黒人の視点に立脚し
た文化観であるとしたい．第一次大戦前，列強国内で自国中心的ナショ
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ナリズムが過熱するなか，視点を「周辺」文化へと移行したクラウス
は，やはり希有で高貴な平和主義者，そして「革命的な｣36「保守」主義
者であったと言えよう．
注
1 "Neger"は訳語にすると「ニグロ」ぐらいの（蔑称的）ニュアンスを持つ語
であるが，筆者はその訳語を避け「黒人」と訳した．
2 Kraus,Karl:Die"cheﾉ,Wienl899-1936.NK1-922.似下本文中ではFと略
記し， 『ファッケル』からの引用には号数とページ数と発刊年のみを付記し
た.）
3 クラウスが何を「文化」と理解しているか，つまりクラウスの文化概念は非
常に捕捉し難いが， しかし彼の著作を精読するなら，新聞音楽，演劇，建
築，文学あるいは法体系（検閲も含む)，技術など，いわゆる文化の産出し
たもの（所産）や文化遺産のほか，価値観やものの考え方，感じ方，振る舞
い方などをも含むと考えられる． （それは小論の最後に挙げた筬言「文化は
・・…･無罪とする」からも理解され得る.）またともすればクラウス自身が
「白人文化」は「品格」があり， 「黒人文化」を「野蛮」と見倣し，文化を二
項対立的に概念化していたと思われがちである． しかしそれも同時代人の間
で既に定着していた固定観念や社会通念を， クラウスが著作の中で意図的に
使用したと思われる． （クラウスはそれ程の言語感覚のある批評家であっ
た.）
4 auchKraus,Karl:DjeweMeK"""γ0〃γ:W"γ""〃〃g凡γ"esc""e舵"?In:
K.K.:Djgc〃"esisc"e〃〃"Franl㎡urta.M.1987,S､211-214.
5 本稿における黒人ないしその歴史や文化に関する記述では以下の文献を参
照した．
一岡倉登志『西欧の眼に映ったアフリカ」 1999年明石書店．
－ロナルド・シガール『ブラック・デイアスポラ世界の黒人がつくる歴
史・社会・文化」宮田虎男他訳1999年明石書店．
-Ockenfels,Wolfgang:肋勿"〃e伽〃,Paderborn･Miinchen･Wien･Ziirich
l992．
なお，小論では黒人に関する学問的人種偏見には言及していないが，その点
では， 19世紀後半から20世紀にかけ黒人に関する生物的・社会進化論的イ
デオロギーも流布した．なかでもイギリスの人類学者エドワード･B・タイ
ラー(EdwardB.Tylorl832-1917)の，人類の生物的進化と社会的・文化
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的進化の段階は一致し，黒人＝アフリカ人は初期段階にあり高度な段階にあ
る白人＝ヨーロッパ人よりも劣等であるといった主張は，本国イギリスは元
より， 白人社会ではかなり一般化していたという．
6 エドワード．W・サイードIオリエンタリズム』今沢紀子訳1986年平
凡社参照．
7 クラウスは新聞名を実名で挙げるのが普通であるが， この著作では新聞名を
伏せ，表題下に<AuseinerBerlinerZeitung>とだけ記している．恐らく
後述するような，当時の検閲を逃れるための知略と推測されるが， これは，
たとえ新聞の名称を伏せていようと，その内容から自ずと新聞名が分かる程
度の（ブルジョワ系）有力新聞であったのだと思われる． またこの表記によ
って新聞の発刊地ベルリンの地名が際立つという一種の逆効果がある．
8 ドイツ帝国は1884年から1886年の短期間に，外交において長足の「進歩」を
遂げ，南西アフリカ （現ナミビア)， トーゴ， カメルーン，東アフリカ （現
タンザニア)，その他太平洋に「保護領」と呼んだ植民地を獲得した． なお
小論2でハンブルクの黒人の事情について詳述するが，当時ベルリンでも黒
人ないし有色人の陳列展示会は盛況であったという． （注5に挙げた文献を
参照.）
9 Riha,Karl:>H'伽＃e"<"deγ》肋cﾙeﾉ(In:Amold,HeinzLudwig(Hrsg.):
Kα〃K""s､7EXT+駅〃YKSonderband,Miinchenl975,S.117.
10検閲事情に関してはVgl.Schick,Paul:Kα〃K畑"s,Hambulgl965,Fischel;
Heinz-Dietrich(Hrsg.):Hesse"0"ze"ｵ”"0〃〃"dZMs"ゆmxiS航跡sｵe〃
耽肋γjeg,Berlinl973,SchUtz,HansJ:陀幼ote"eB"c""Miinchenl990u.
Breuel;Dieter:Gesc"c"e伽γノ"2，ﾉjsche〃〃"s"r"De"たc〃α"",Heidel-
bergl982.
11 Kraus,Karl:Be"Mﾌγ＃ge"ozzw@e",Miinchenl955,S､78．
（なお本書からの引用の邦訳には， カール・クラウス『アフォリズム」カー
ル・クラウス著作集5 池内紀訳1978年法政大学出版会を参照した.）
12Vgl.SchUtz,a.a.0.,S・142ff.
13ウーテ・フレーフェルト 『ドイツ女性の社会史」若尾祐司他訳1990年晃
洋書房参照
14 ドイツでのエキゾチシズムへの関心は，当時アフリカ進出がより盛んであっ
た英仏と比較すると低かったが，それでも異国趣味が一世を風廃した点では
なんら大差はなかった． （ヤン・ベルク他『ドイツ文学の社会史j (上） 山
本尤他訳1989年法政大学出版会356ページ以下参照.）
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異宗婚については特にユダヤ人女性や同化の問題等があるが，それに関する
仔細は本稿では省略する．
｢結婚」という訳語を当てたが,,Einheirat!!は単なる「結婚」の意ではない．
その動詞"einheiraten"はグリムのドイツ語辞典によると次のような説明が
ある."durchheiratineinefamilie,einenstatushineingelangenl@Vgl.Grimm,
Jacobu.Grimm,Wilhelm:De"たc"2sWUγ陀妨"c",Stuttgart/Leipzigl993,7.
Bd.,S.723-724.
｢混血婚」に関しては注26参照．
注7参照．
auchKraus,Karl:恥刎ena〃〃"dsch〃α液eγM"""・In:K.K.:UU"telgn"g〃γ
肌〃。"γMsc""α殖eMZzgie,Frank血rta.M.1989,S.323-326.
Hagenbeck,Carl(GottfriedWilhelmHeinrich)(1844-1913)ハンブルク出
身のハーゲンベック－族は，代々エキゾチックな熱帯魚や珍種の動物を商っ
て成功した．特にこのカール・ハーゲンベックは異国の動物の捕獲団を派遣
したり，馬市やいわゆる「民族ショー」 (V61kerschauen)を開催したり，サ
ーカスを企画したりして一大事業を収めた． 1907年ハンブルク近郊のシユ
テリンゲンに「野獣園」 (Wildpark)を構想にした動物園を設立し，トロピ
カルな動物や珍獣を展示した． クラウスの著作に現われるハーゲンベック動
物園はこの動物園を指すものと思われる．
Vgl.KillyjWaltheru.a.(Hrsg.):Dg"たcheBjOgl""sc"eE"Zyﾙﾉ""je,
Mtinchen,NewProvidenceu.a.1996,4.Bd.,S.324.
拙稿「カール・クラウスと第一次バルカン戦争一『ファッケル』におけるオ
スマン帝国の衰微-j関西大学『独逸文学』第41号1997年関西大学独
逸文学会99ページ以下および拙稿「『地獄への広告旅行』一カール・クラウ
スと観光一』関西大学『独逸文学』第42号1998年関西大学独逸文学会
272ページ以下参照．
,,Beduine"アラブ系の遊牧民で北アフリカやアラビア，シリ などの砂漠で
遊牧生活を送る．
南アの歴史や黒人問題は，複雑すぎて本稿で詳述する余裕はないが，当時の
南アの住民には， 白人といっても， アフリカーナーと呼ばれるオランダ系入
植者の子孫にあたる白人とイギリス系白人があり，更に原住民の黒人，そし
てオランダからの初期移民と現地黒人を先祖とするカラード (coloured「有
色｣） と呼ばれる人々やその他様々な血を引く住民が混在していた． イギリ
スとのボーア戦争に敗北した経験から， アフリカーナーは一種のナショナリ
15
16
??????
20
21
22
23
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ズムを抱き，それは「神の真の僕はキリスト教徒である白人のみであり，他
の人種は白人に仕えるために存在する」という選民意識につながり，いわゆ
るアパルトヘイトを打ち出すきっかけとなった．その結果， カラードの中に
は白人社会に溶け込んでいた者も多数いたが， ときたま黒人の遺伝的形質が
発現して白人社会から追放されることがあった． また背徳法という白人と非
白人の性的関係を禁じた法が存在した．それは白人人口の純血を保ち， カラ
ードの人口増加を防止するためであったという. 1912年以降黒人系アフリ
カ人は「アフリカ･民族会議」を組織し，それは白人優位に対する抵抗運動機
関となっていった． （南アに関しては， レナード・ トンプソン『南アフリカ
の歴史』宮本正興他訳1998年明石書店及び『世界大百科事典j1993
年平凡社第27巻429ページ以下参照.）
当時たとえばイギリスでは1913年に，。H・ロレンス(1885-1930)の『息
子と恋人」が発表された．
,,Spermal900ff."In:DrKUppel;Heinz:〃ﾉ"sｵγ宛γ＃esLex/"0〃〃γ〃"応c加泥
〔〃"g［z"gsSjmc"2,1983.2.Bd.,S.2378.
クラウスが心理分析に対して極めて懐疑的・批判的であったことを踏まえ
て，筆者は敢えてフロイトの精神分析を引き合いに出さない．むしろ当時の
社会現象から見て，たとえばドイツ植民地では入植者ドイツ人男性とアフリ
カ黒人女性との間に混血児が生まれる（それはドイツ民族の「劣性化」と見
倣された）のを防止するため，国家により組織的にドイツからドイツ人女性
が現地へ送り出されたという史実が顧慮される． （この点では，田村雲供
『近代ドイツ女性史一市民社会・女性・ナショナリズム－』 1998年阿畔社
参照）
auchKraus,Karl:Deγ此gel:In:KK.:伽花'g""g…,S.304-306.
Kraus,Karl:Be""）γt…,S.156.
V91.B''oc〃加"s,Mannheiml992,S.450.
この箇所は原書の『ファッケル』では"…beiwelcherRassemehrlntelligenz,
24
25
26
27
28
29
30
ZuverlassigkeitundGiiteist."とある．上掲の『黒魔術による世界の没落』
に収録された『黒人』の中では”…beiwelcherRassemehrVerstand,
MenschlichkeitundGUteist."と修正されている.(筆者は後者を訳出しし
た.）
"Kaffer"南アに住むバンツー語系の黒人諸族．
注21に挙げた拙稿参照．
クラウスはウィーンやベルリンなどで朗読会を行なったが， この『黒人」の
31
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33
246
JlJltl'c@lttLJ:~.16-Ctp. <, 7 7 "7 7-.0)\f:~7.1t5t:l,pJ.,_ 
Vgl. K. K. : Untergang ... , S.477. und Hink, Wolfgang: Die Fackel. Bibliogra-
phie und Register 1899 bis 1936, München/ New Providence/ Lerndon/ Paris 
1994, 2. Ed., S. 211ft. 
34 Kraus, Karl : Der Fortschritt. In : K. K. : Die chinesische Mauer, S. 202. 
35 Kraus, Karl: Beim Wort ... , S. 142. 
36 ij7Jv?1- · «:;,-y~:;, (Walter Benjamin 1892-1940) i:l:7'7"77-.0)~{-\'.; 
fiH!fll:M-t 1.,~~>S:-8'-Jlitl: t· 1/.JtiJJB'-JJ!~ c :i'itfiJ'B'-J~~O)ra10)!/"f~l;:fflli~ 
iJJJ c W)<A.,t..:. Vgl. Benjamin, Walter: Gesammelte Schriften, Frankfurt a. M. 
1977, 2. Ed., S. 345. 
„Der Neger" von Karl Kraus 
- Der Neger als Subjekt der Weltkultur-
Yuki YABUMAE 
Vor dem Ersten Weltkrieg veröffentlichte Kraus in seiner eigenen 
Zeitschrift „Die Fackel" einige Schriften über die Schwarzen und deren 
Kultur. Diese Schriften sind zwar nicht so bekannt, aber deutlich behan-
deln sie die Kulturgeschichte Weißer und Schwarzer. Anhand der 
Schriften wird in diesem Aufsatz die damals in der Welt verbreitete 
Rassenideologie, die Kraus immer wieder scharf kritisiert, eingehend 
untersucht. 
l) ,,Die weiße Kultur oder: Warum in die Ferne schweifen?" (1909) 
„Die weiße Kultur ... " wird ,aus einer Berliner Zeitung' zitiert. Das 
Werk entsteht aus einem Zeitungsartikel in der linken Spalte und 
Heiratsannoncen in der rechten Spalte derselben Zeitung. Der Artikel 
mahnt amtlich das deutsche Publikum, deutsche Eltern von deutschen 
Mädchen, zur Unterlassung ihrer Briefwechsel mit Negern in Kolonien. 
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Die rechte Spalte reiht Heiratsanzeigen von Männer aneinander. 
Aus dem Kontrast der beiden Spalten tritt das Wort „Einheirat" her-
vor. Kraus steht scharf der Presse in der Kaiserstadt Berlin gegenüber, 
die nach der ,bürgerlichen' Moral die Kontakte der Schwarzen mit den 
deutschen Mädchen als Gefahr betrachtet. Darin verbirgt sich eine 
gewisse Rassenideologie von den Weißen. Kraus weist darauf hin, daß 
nicht die ,bürgerliche', sondern eigentlich die ,menschliche'. Moral der 
Weißen, die ein solches Überlegenheitsgefühl hegen, gefährlich ist. 
2) ,,Weiße Frau und schwarzer Mann" (1912) 
Dieses Werk teilt sich in drei Teile. Der erste entsteht aus zwei 
Spalten; in der linken Spalte steht ein Zeitungszitat über eine Tagung der 
Deutschen Kolonialgesellschaft in Hamburg, wo erotische Annähe-
rungen Weißer an Farbige besprochen werden. Im Zeitungsartikel der 
rechten Spalte geht es um ein Ereignis im Hagenbeckschen Tierpark in 
Hamburg. Die Besucherinnen aus den besseren Ständen stellen den 
dort gastierenden Beduinen so zudringlich nach, daß sie den farbigen 
Männern Unruhe bringen. Der zweite Teil hat auch zwei Seiten. Auf der 
linken Seite steht ein Zitat der Zeitungsartikel über eine Kommission in 
Kapstadt, die einige Ursachen der Angriffe von Negern auf weiße 
Frauen untersucht. Auf der rechten Seite wird ein Brief von einem 
Neger in Deutschland an seine Eltern in der Kolonie veröffentlicht. Er 
will nämlich ein weißes Mädchen heiraten und bittet die Eltern um die 
Geldsendung dafür. 
In diesen beiden Teilen geht es um Liebesverhältnisse zwischen den 
weißen Frauen und Farbigen. In der Tagung in Hamburg und auch auf 
der Konferenz in Kapstadt werden die Affären immer zugunsten der 
Weißen wegen der Rassenideologie verhandelt z.B.: ,Die ,wilde' Natur 
von den Negern verursacht die Angriffe auf die Weißen.' Auf die 
Schwarzen wird die Schuld immer abgewälzt. Im Hintergrund dieser 
Verfahren der Tagungen stehen die (ungleichen) internationalen 
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Verhältnisse vor dem Ersten Weltkrieg: Die Weißen beherrschen die 
Welt. 
Im dritten Teil kritisiert Kraus witzig und scharf durch ein Motiv eines 
Ehebruchs solche Ungleichheit; von weißen Frauen aus ,besseren', 
christlichen Familien, die mit dem sexuellen Leben nicht zufrieden sind, 
werden nachts die minderwertigen Rassen zur Liebesaffäre verführt. 
Bei den Weißen liegt überhaupt die Schuld. 
Kraus meint, daß die Schwarzen ,ein ursprüngliches Gefühl' haben 
und in die (weiße, europäische) Kultur ,neue Säfte' bringen. Die weiße 
und schwarze Kultur sollen auf gleicher Ebene stehen und ver-
schmelzen. 
3) ,,DerNeger" (1913) 
Kraus erzählt in diesem Essay von zwei Negern in Wien. Einer ist 
Chauffeur. Er macht den Leuten immer den Eindruck eines 
,Gentlemans' und spricht reinstes Deutsch. Der andere ist ein Diener in 
einem Geschäftshaus. Beim Begräbnis seines Herrn zeigt er den 
Weißen seine ,wilde' Natur in Trauer: er stampft, tanzt, schreit. ,Der 
Neger' erlernt hier seine eigene Kultur und die europäische. Er ist ein 
Kind aus einer Mischehe der beiden Kulturen, ein Kind aus einer 
,Einheirat'. 
Statt der Weißen, die bisher die Weltkultur bilden und führen, tritt 
,der Neger' jetzt als Subjekt der Weltkultur auf. 
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